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ホームでは利用者様、職員による避難訓

練を実施しています。 

あってはならないことですが、災害時を

想定し、スムーズに安全な場所へ移動す

ること、避難経路を確認する大切な機会

となりました。 

また、職員の対応力も改めることがでま

した。今後も安心・安全に過ごしていた

だけるよう、環境づくりに努め、防災へ

の取り組みを続けてまいります。 

利用者様ご家族様からご寄付いただき、

今年は、グループホームさくらの玄関ホ

ールに雛人形を飾ることが出来ました。 

春の訪れを感じられる素敵な場所になっ

ています。利用者様から「私も持ってい

るよ」「すごいね」「きれい」と声が聞こえ

てきました。 

これからも季節の行事を大切にしながら

皆さまに楽しんでいただける時間を提供

してまいります。 

避難訓練を実施しました 

「もしも」に備える！安全第一 

春号



 

 

 

 
 

 

 

 

 

編集後記  

春になり、暖かな日差しを感じる季節とな

りました。皆さまお変わりなくお過しでし

ょうか。 

今号のグループホームの機関紙いかがでし

たでしょうか。日々の生活の中で利用者様

の穏やかな時間や笑顔を次号もお伝えでき

れば幸いです。 

3 月 2 日に虐待防止・権利擁護研修が浜田市

で行われ、参加させていただきました。 

利用者様への声のかけ方、自分自身の支援を

見直すいい機会になりました。 

ご本人の困りごとだけに着目するのではな

く、なぜ、この行動をされたのか、前後の行

動に着目することで、困りごとを減らすこと

の大切さも学ぶことができました。 

他事業所の職員さんとも意見交換をするこ

とができ、研修で学んだことを日々の支援に

繋げてまいります。 

グループホームでは利用者様お一人おひと

りの誕生日に自分が食べたいメニューを事

前にお聞きし、ホームみんなでお祝いし、召

し上がっていただいています。唐揚げ、ポテ

ト、カレーライスなど世話人が心を込めて作

っています。また、生産班で活動されている

利用者様がつくられた、パンやきのこ類、ト

マトを使用した料理もあり「私作っている

よ」「たくさん採れたよ」など嬉しそうな声が

聞こえています。 

 

移動支援・行動援護 

地域・社会とのつながりを大切に 

 

 

週末や午後の余暇の時間に移動支援や行動援護を

利用して外出の機会を大切にしています。温泉や

カラオケ、公共施設やイベント、買い物等に出か

けています。ご自分の行きたい所へ出かけ、気分

転換、地域とのつながりを大切にしています。 

外出から戻られる利用者様は笑顔が多くみられま

す。今後も安心して外出をできる機会を増やし、

地域の中での生活を支えていきたいと思います。 

が絶えないホームを目指して 

虐待防止・権利擁護研修 

笑顔 


